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お得意先様　各位
ニプロ株式会社

東京電力の「輪番停電」に伴うに対応に関しまして（透析器械）
日々より格別のお引き立て頂きありがとうございます

今回の地震の為に電力供給が難しくなった東京電力が地区を区切って順番に停電をして行く「輪番停電」に際して透析装置の扱いについてご連絡致します。　
· 停電の時間　（何時から何時まで）は予め東京電力及びマスコミを通じて知ることが出来ますので、停電が予定されている時間帯を避けて治療計画を立てて頂きますようお願い致します。

· 一斉に電力が回復する場合、大きなサージ（強力なノイズ）が電力線に乗りますので、このサージにより装置の基板が破損する可能性が有ります。　　この為、
1 停電時刻までに事後洗浄が終了する余裕がある場合・・・・・

　　　　　　　透析終了後、事後洗浄に入れ終了を待ちます。

　　　　　　　事後洗浄終了後、「待機」に移った時点で、【器械室】内のＲＯ装置・多人数用透析液供給装置・溶解装置、【透析室】内の監視装置・個人用装置　及び検査装置等の電源ブレーカーを落とします。　（※１）
　　　　　　　停電復帰後、ブレーカーを戻しブザー停止・リセットを行って後　時刻・事前洗浄設定等を確認します。
2 停電時刻までには事後洗浄が終了出来ない場合・・・・・・・・

　　　　　　　透析終了後、事後洗浄に入れ「水洗」を行います。

　　　　　　　「水洗」終了後、①の様に【器械室】【透析室】の装置のブレーカーを落とします。

　　　　　　　停電復帰後、ブレーカーを戻しブザー停止・リセットを行って、以降の消毒・最後洗浄などを行います。　この時点で各装置の時刻・事前洗浄設定等を確認します。
3 自家発電のあるご施設でも、停電復帰時に大きなサージが電力線に乗りますので、電力回復までに一端各装置のブレーカーを落とした後、電力回復後にブレーカーを戻す方法を推奨致します。
4 テレビその他一般電気製品の主電源も一端切っておいた方が良いと思われます。
※１：　　　NCV-1，2系統の装置はブレーカーをＯＦＦした後I/OｽｲｯﾁをＯＦＦします。　立ち上げる場合もブレーカーをＯＮした後I/OｽｲｯﾁをＯＮします。
　　　　　　ＰＴＳタイプの溶解装置をご使用の場合は、撹拌中に停電とならない様にお願いします。（溶解しきっていない製剤があった場合、停電中に固まる場合があります。）
⑤在宅治療患者様向けには別途ご配慮頂きますようお願い申し上げます。
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